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　Abs吐r肌 t　／lulaco〃 ん‘‘，rl 川 a8t 犀oliae 　 ls　 a　 weH ・known 　 species 山 at　 moves 　from

Sambucus 　siebotdiana 　to　many 　o 重her ．plants　in　Japan ．　On　the　primary 　hosts （∫，

siebo ’dianの both　ho［ocyc 【1c　and 　anholocychG 　types 　occur 　in　Utsunomiya ，　Tochigi

Pref．，　 ahhough 　in　mi 【d　autumn 　and 　winter 　nQ 　oviparac 　appear ，　 Many 　specimens

of　A．川 agnoliae 　 werc 　 collected 　in こhe 丘eld 　frorn 五978　to　 19810n 　 many 　host

piants．　 Some 　of　them 　had　pseudosensoria 　on　theic　hind 曲 iae　hke 　the　 ovipara

but　no 　ovcrwinterlng 　egg 　in　their　bodies．　 They　had　only 　full　grown 　embryos 　as

normal 　 viviparae 　do．　These　ovipara −like　 specirnens 　 were 　found 　fro皿 October

tQ　 December 　and 　in　Apr酋 on 　S ．　 siebo 〜diana　and 　a　few　other 　plants，　Simnar
specimens 　were 　also 　obtaLned 　by　rearing 　in 【he　laboratory．　It　is　assumed 　that

they 　wer 巳 intermediates　betwccn 　the　ovipara 　and 　the　vMpara ，　 There 　were 　three

types 　of　Lntermediates（betwecn　the 　apterous 　vMpara 　and 　the 　ovipara ，　the 　a 監a ［e

vivipara 　and 　tho 　ovipara ，　the　fundatrix　and 　the 　ovipara ＞．　 As 　these　intermedia【o

morphs 　 showed 　 evidence 　of　oviparae ，　 perhaps　three 　 morphs 　 of ／1．　 magno 〃ae

may 　be　gradually　developed　from　the　ovipara 　o 「thc　primary 　host．

緒 言

　ニワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ Aulacorthuni　niagnoliae （Ess1G　et　KUWANA ）は ，日本 （Ess1G ＆ 　 ．

KuwANA ，1918〕，韓国 （PAlK ，
1965），フ ィ リ ピ ソ （CALILuNG ，

1976），イ ン ド 〔RAYcHAuDHuRI 　et

al ．
，
1980〕な ど に 分布す る，ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ 族 ｛Macrosiphini ）に 属す る比較的大形 の ア ブ ラ ム

シ で あ る．主寄主 は 日本全土，朝鮮半島，中国 に 分布す る ス イ カ ズ ラ科 ｛Caprifoliaceae）の ニ ワ ト

コ Sambucus 　sieboldiana 　BLUME が確認 され て い る （高橋，1918）．そ し て，二 次寄 主 と して 各種 の

農作物を含む 100種 以 上 の 植物が報告 され て い る ， きわ め て 広食性の 種で あ る （MIYAZAKI，1971；

田 中，1976｝．

　本種 の 生活環 は 移住型 ア ブ ラ ム シ に 類似 して い る が、主 寄主 上 で
一

都あ る い は す べ て が両性生殖

を せずに ．胎生雌虫で 越冬が可能た ，ア ブ ラ ム シ として は 特異な生活環 を 持 っ て い る 佃 中，1976｝．

すなわち，本種 は宇都宮市な ど で は ．主 寄主 の ＝ ワ ト コ で 卵 と胎生雌虫の 両 方 で 越冬 が可 能 で あ る．
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　こ れ まで に 記 載 され て い る本 種 の 生活型 （以下 モ ル フ と記す）は ，無翅胎生雌虫，有翅胎生雌虫

〔Ess1G ＆ KuwANA
， 1918），雄，産卵雌虫 〔進 士 ，194t），擬産性雌虫 （Pseudosexupaia ）（高橋，

19且8）の 5 種類 で あ る．

　HrLLE 　R 鬮s　LAMBERS　｛1966）1よ，ア ブ ラ ム シ に 見 られ る 多型現象 の 説明の なか で ，い くつ か の モ ル

フ 問 の 中間型 の 出現状況 な どを 記述して い る が，その な か で 『産卵雌虫と無翅胎生雌虫 との 中間 型

が 普 通 に 見 られ J こ の 中間型 は た い て い 胎生雌虫 で あるが，ときどき休眠卵と十分 に 発達 した 胚 の

両方を もつ 個体も発見 され て い る』と述べ て い る．こ れらの 代表例 と して は ，ESSIGと ABERNATHY

（1952）が モ ミ ジ ニ タ イケ ア ブ ラ 厶 シ PeriphyilttS　caitlornieizsis 〔SH 【N 幻 の 多型の 記載の なか で ，産

卵 雌 虫 と秋 の 無翅胎生雌虫との 中間型 ，産卵雌 虫と有翅胎生雌虫と の 中間型 の 存 在を詳述 して い る，

　ま た ，日本 で は ，森津 〔1949）が ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ を 含む ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ 厶 シ 族 の い

くつ か の 種 に お い て ，無翅胎 生雌虫 に あ る 程度発達 した 単 眼 を もつ 有翅 型 と の 中間型 が 出現す る こ

と を初 め て 報告 した．こ の 無翅 と有翅型 との 中間型 は ，その 後，宗林 （1957），稲泉 （1968，
1974，

1980〕 らに よ っ て も報告 され た．MIYAzAKE （1968｝ば，　Micrornyztts　nikkoensis 　MIYAzAKI の 記 載

の な か で ，1967年 10 月 6 日 に 得 た ，栃木県 日光市産 の タ イ プ 標本の うち．体 内に 胚を有す る 胎

生雌虫 の 何 匹 か に ．後脚脛節 に 数個 の 偽感覚孔を有す る，産卵雌虫的形態をもつ 個体が含まれ て い

た こ とを報告し た．

　今 回， ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ の 産卵雌虫の 代裹的特徴で ある後脚脛節 の 偽感覚孔の 有無に

注 目 して 調 べ た とこ ろ，無翅胎生 雌虫．稀 と され て い る 有翅胎生雌虫，未報告 と 思われる 幹母 の
一

部に ，こ れ らの 器 官 が 見 られ た．こ れ らの 形態的特徴 を中心 に ，野外個体 ，飼育個体に よ り， 三 つ

の モ ル フ と産卵雌虫 と の 関連性などに つ い て 報告す る．

　本文 に 入 る に 先 立 ち，ご指導 ならび に 有益 な ご 助 言 を い た だ い た，田 中正 宇都 宮大 学 名 誉教授 な

らび に 皇 学 館 大学 の 宗林正 人教授，北海道 で の 飼育実験 な どの 機会 を 与 え て い た だ い た 北海道大学

農学部昆虫学教室 の 高木貞 夫 教 授，久万 田敏夫助教授，諏訪 正 明博士 に お 礼を申 し上 げ る．

調査 およ び 実験方法

L 　野 外 調 査

　1978〜1981 年 ， 栃木県を中心 に 各種 の 植物か ら ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ と思わ れ る個体を

採集 し，ラ γ パ ー
ス 法 に よ っ て ．プ レ パ ラ ート標本と し ，

MIYAZAKI ｛1971〕に よっ て 同定を行 っ た．

本種 と同定した 個体を．各 モ ル フ に 分類 し ， 後脚脛節の 偽感覚孔 の 有無 を 調査 した ，と くに ，ニ ワ

ト コ よ り得た個体 に つ い て ．その 外部形 態 （後脚脛節 の 偽感覚孔数．幅，長 さ，尾片 の 刺毛数，触

角第 3 節 の 第二 次感覚孔数 r 生体時 の 体 巴，腹部背面の 中央着色 硬化板 の 有無，単限 の有無） と体

内の 胚 の 有 無な ど を 調査 した．

2． 室内飼育実験

　1981 年 10 月〜1982年 1 月に 、宇都宮市 に お い て もっ とも普通に 本種の 二 次寄主 とな っ て い る

ヤ マ ノ イモ と主 寄主 の ニ ワ ト コ よ り得 た 無 翅 ，有 翅胎生雌虫を 供試 し，室内で 飼育実験を行 い ，次
世代 の 個 体 数 ，モ ル フ お よ び その 外部形態に つ い て，調査を行 っ た ．ま た．こ の 室内実験 に よ っ て ，

ヤ マ ノ イ モ ，；ワ ト コ で 成虫 に な っ た 次世代 の 有翅型 の
一
部を ，ヤ マ ノ イ モ か ら ニ ワ ト コ ， ニ ワ ト

コ か らヤ マ ノ イ モ へ と寄 主 植物を人 工的に 転換して ， 第 3 世代 目の モ ル フ 構成 も調べ た．

　飼育 は 約 40cc の 遠沈管を用 い 、その なか に 葉柄 の 切断部に 脱脂綿を 巻きつ け，そ こ を 水 道水 で

湿 らせ た ニ ワ F コ 、ヤ マ ノ イ モ の 葉 を 入 れ，虫を 面 相 筆 で 接種 し，脱脂綿で栓を した ，こ れ らの 飼
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育は 無 照 明の 風通 し の よ い 室内で 行 っ た，

　また ，1983年 10 −’11 月，北海道札幌市 で ニワ ト コ （エ ゾ ニ ワ ト コ ） よ り得 た 無翅虫 と そ の 次 世

代 の 有翅虫を用 い ，同 じ ニ ワ ト コ で個体飼育を行 っ た．飼育は 200cc の ア イ ス ク リ
ー

ム カ ッ プ を

用 い ，他は 宇都宮市 で の 飼育 と同様 の 方法 で 行 っ た．こ れ らの 飼育 は 日 中は 暖房 が 入 っ て い る 室 内

で 行 っ た．

結 果

1．野外調査結果

　1978〜1981年 の 野外調査に よ り，栃木県 に お い て ，本種は ，主寄主 の ＝ワ ト コ の 分布 が 見 られ る

平 地 か ら亜 高山帯 （標高約 1500m ）まで ，各種 の 植物 で 発 生 が確認 で きた．し か し．宇都宮市 の よ

うな 平 地 で は 7〜8 月 に は 非常 に 少 な くな り，確認 で きた 越夏植物は ヤ マ ノ イ モ 類 の み で ，こ の 時

期 の 寄生部位 は 生 長 点 に 近 い とこ ろ に 限 られて い た．ま た，本種 の 越冬態は ，宇都宮市 （標高 110

m ，年平均気温 12．9°C ）で は ，ニ ワ ト コ の 大きな 冬芽 に 群生す る 胎生雌虫 （幼虫 ・成虫） と，芽の

基部 や 樹皮 上 に 産 まれ た越冬卵 に よ る 2 通 りが．同時に 見 られ る こ とが 多 か っ た が，1980 年 の よ

うに 秋 か ら冬 に か け て の 気齦が高い 年 は ，胎生態 の み で あ っ た．こ れ ま で 不 明の 部分 が あ っ た本種

の 生活環の 宇都宮市 で の 概要 は Fig．2 の よ うで あ り，確実な 越夏 の で きる二 次 寄 主 に ヤ マ ノ イ モ だ

けで あ っ た ．一方，宇都宮市 よ り標高が 高い 日光市 （標高約 620m ）で は 卵態 の み で ．胎生態 は 発 見

で きな か っ た．

　 こ の 4年間 で，各 種
’
の 植物 か ら採集 した 成 虫 661 個体 の モ ル フ の 内わ け は ，無翅 胎 生 雌虫 222

匹，有 翅胎 生 雌虫 （産雌虫を 含む ）226
， 幹母 46，産卵雌虫 56， 雄 43 と産卵雌虫 との 中間型 と判

断 した 後脚脛節 に 少数の 偽感覚孔 を もつ 無翅 胎 生 雌虫 （含む 短翅型 ，以下中間型無翅虫 とす る ）27，

同様 の 器官をもつ 有翅胎生雌虫 （以下中間型有翅虫とす る）41 で あ っ た ．ま た ， 幹母 の うち 約 80％

が 偽感 覚孔を もつ 個 体 （以下中間型幹母 とす る ｝で あっ た．す な わち ，産卵雌虫以外 で偽感覚孔を

も っ て い る の は ，中間型無翅虫，中間型有翅虫，中間型 幹 母 の 3 つ で あ っ た ．こ れ ら の 個体 は ，ニ

ワ ト コ を中心 に ガ マ ズ ミ，ヤ マ ノ イ e ，ジ ャ ガ イ モ ，ギ シ ギ シ な ど よ り得られ た が ，とくに 主寄主

の ニ ワ ト コ で は 少な くなか っ た 一そ の
一

部を ま とめ て み る と Table　1 の とお りで あ る，こ の 中間型

の 出現期は ，産卵雌虫 の 見 られ る 10 月【11旬〜12 月上 旬 と越冬 の 終 了 す る 4 月 で ，1〜3 月 と 5〜

10 月中旬の 間は 発見で きなか っ た．

　 ガ マ ズ ミ，ヤ マ ノ イ モ ．ジ ャ ガ イ モ ．ギ シ ギ シ よ り得た 中間型無翅 虫 は ，生体時，無翅胎 生雌虫

と の 区別 は で きず，プ レ パ ラ
ー

ト標本 に よ っ て 初め て数個 の 偽感覚孔 の 存在 が 明 らか とな っ た ．

　 野外調査 で 得 た 各 モ ル フ の 形 態的特徴を簡単に ま とめ て 記載す る と，以下 の とお りで あ る。

　 1） 無翅胎生雌虫 （Apter。 us 　viviparous 　female）

　 生体時 の 体 色 は緑 色 の 個体が 多 か っ た が，稀に は 黄緑 ，白色の
．
個体 も見 られ た．ま た ．4 月 ご ろ

に 得た 個体 に は 単眼 を痕跡的 に もつ もの が 多 く，有 翅 型 との 中間 型 とも考 え られた ，後脚脛節は 通

常全体 が羯色 で ある が，6〜7 月 に ヤ マ ノ イ モ か ら得た 小型 で 黄緑色の 個体 の うちに ， 先端部 と基部

が 褐色 で中間部が淡色の も の も見 ら れ た ．触角第 3 節 の 第 二 次 感覚 孔 は 1〜4 個 で 平均 2．7 個．

　 2） 有翅胎生雌虫 （Alate　vMparous 　female）

　 体色 は緑あ る い は 濁黄 色で ，触角第 3 節 の 第二 次 感覚孔 は 20〜30 個 で ，平均 は 245 個 で あ っ

　た ，腹部背面中央部に 発達 した 着色硬化板を もつ ．

　　3》　産耳同雌虫　（Ovipara ）
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　体色 は すべ て 赤色 で ，進 士 （1941）の 淡緑 色 とい う記 枝 とは 異なる ．触角第 3 節 の 第二 次感覚孔

は O〜3 個 で ，平均怯 15 個．陵脚脛節 の 偽感覚孔 1’　，t　 84〜4H 個 で ，平均 2M　271．1 偶．こ れ らの

うち に は ，中脚脛節 に も数
．
個 の 偽感覚孔を もつ 個体 も見 ら加 た ．

　 4）　幹母 （Fundatrix ｝（中間型幹母 を 含む ）

　 日光市 で得た もの は す ぺ て 赤色 で、約 80％ の 個体が後脚脛節の 左右 い ずれ か に 偽感覚孔を最高

31 個 も っ て い た．t の 偽感覚孔 を もつ こ とが，本種 の 幹母 の 特微 の 一つ と も考 え られ る が，こ こ で

は 偽感覚孔 を も つ 個体を中間型幹母 と し，これ らを も たな い 幹母 と一
応区別 し て扱 っ た．両 型 と も

触角第 3 節 の 第二 次 感覚孔 は 0〜3 個．

　5）　雄 （Male ）

　 体 色 は 黄褐 色 で ，すべ て が 有翅 型 で あ っ た ．ほ と ん どの 個体 は ニ ワ ト コ で 得 られ た が ，二 次寄主

の ヤ マ ノ イ モ で も発 見 され た ．

　 6）　 中 間 型 無 翅 虫

　体色は 無翅胎生雌 虫と同様 の 個体が 多 か っ た が，ニワ ト＝よ り得た短翹型を含む個体 に赤色で あ

っ た ．こ の 赤色の 個休 は ，触角第 3 節 に 1〜8 個 の 第二 次 感覚孔 を もち，後脚脛 節 の い ずれ か に 1

個以一ヒ，最高 184 個 の 偽感覚 孔 を も っ て い た ，

　 7）　 中問型有翅虫

　体 色は 有翅胎生雌虫 と儼1様 の もの と，赤 色の もの が 見 ら れ た ．こ の 赤 ＆ の 個 体は ニ ワ ト コ の み で

得 らオL．，普通 の 有翅虫 よ り大型 で あ っ た ． こ れ らは，触角第 3 節 に 6〜28 個 の 第二 次感覚孔 と，

後脚脛 節 に 1 個 以上，最高 98 個 の 偽感覚孔 を もっ て い た ．通常，有翅虫に 存在す る腹部背面中央

部 の 着 色 硬 化 板 は 発 達 せ ず，ほ とん ど 消失 し て い た ．ま た ，こ れ ら の 個体は か tsり大型化 し て い る

が
， その 割 りに は 翅 の 発達は 悪 く，飛ぶ こ とは不 可 能 と考 え られ た ．

　Fig，1 と Table 　3 は ニ ワ ト コ よ ワ採 集 した 無翅胎生雌虫，有翅胎生雌虫，産卵雌虫，中間型幹

母 ．体 色赤の 中 間型無 翅虫，休 色赤 の 中間型有翅 虫の ，後脚脛節部の 形態な らび に 形態計 測 した も

の で あ る．

2． 飼育実験結果

　飼 育の 結果，高標高の 日光市 で 得た有翅虫，す な わ ち 産雌虫 （Gynopara）が 産子 し た 個体 は ，す

べ て 体内に 発達 した 卵 の み を もつ 産卵雌史とな っ た ．ま た ．寒冷地 で あ る 札幌市の 有翅虫は ，大蔀

分産卵雌虫 を 産子 した が ，一
部体内ec胚 と卵 と思 わ れ る もの をも っ た 個体 も産子 した ．一

方 ，低標

高 の 宇都宮市 で 得た無翅 虫，有翅虫 （擬産性雌虫〉は 産卵雌虫を産子 せ ず t 胎 生雌虫 と 3−−16．3％

の 産 卵雌虫 と胎生雌虫 の 中間型を産子 した 〔Table　2）．

　 こ の 宇都宮市 で 得た 個 体 の ，飼育実験 の 産子状 況 な らび に 産子 され た 中間型 の 形態的特微 は 次 の

よ うで あ っ た．

　 D　 ヤ マ ノ イ モ よ り得た 無翅胎 生 雌虫の 飼 育実験 （1981 年 10 月 5 日飼 育 開始）

　 ヤ マ ノ イ モ で の 個体飼育 の 結果 ， 産子数 は 63 匹 ， その うち成虫に な っ た個体 は 54 匹．その 内

わ け は Table 　2 の と お りで あ る ．こ れ らの 各 モ ル フ の 産 子 され た 時 期 は，有翅胎生雌虫が産子期間

（10 月 7 日 〜ll 月 6 日 ）の 前半 CIO月 7〜15 日）， 雄 が中〜後期 （10 月 15〜28 日）， 無翅胎生

雌虫が中期 と後期 で あ っ た．中間型無翅虫 は 中期 （10 月 21 日），後期 （10 月 28 日〕に ，無翅胎生

雌虫 に 混 じ っ て 産子 され た ．こ の 中間型 は 後脚脛節 に 1〜5 個 の 偽感覚孔をもつ が，その 他 の 形態

的特微な どは きわめて 無翅胎生雌虫に 近 い もの で あ っ た．

　2） 上 の 飼育で 得 た 有翅 胎 生 雌虫の 飼 育実 験 （10 月 23 日飼 育開 始）
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E

Fig．1．別 nd 　tibia　of 　A ．　ma8noliae ； A ，　Alate　viviparous 　female；B，　apterous 　viviparous

　　female； C ，
　intermediate　 between 　 ovipara 　and 　fundatrix； D

，
　 intermediate　 between

　　ovipara 　and 　 alate 　 viviparous 　female ； E
，
　intermediate　between 　 ovipara 　 and 　 ap ！erous

　　viviparous 　female；F，　ovipara ．　 Scalc： 1mm ・

　ヤ マ ノ イ モ で 成虫 に 成育 〔10 月 20H ）した もの を ， ニ ワ ト コ へ と寄主 を 換 え，飼育を行 っ た ．

産子 数 は 68，その うち 成虫に な っ た価体 は 45．産子 され た モ ル フ は ，無翅胎生雌虫と 3 匹 の 中間

型無翅虫で あ っ た （Table 　 2｝．こ の 中間型 は ，産子期間 （10 月 26 日〜11 月 23 日）の 前半 の 10

月 26，28，30 日 に 産出 さ れ，1〜23 個 の 偽感覚孔 を もつ 個体で あ っ た ，こ れ らの 3 匹 の うち、1 個

体 は 偽感覚孔数 が 多 く．右 と左脚脛節 に そ れ ぞれ 13，23 個 （以 下 13，23 と略記） を もち ，脛節は

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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肥大 し，体内か ら は卵は 見つ け られ な か っ た が．産卵雌虫と多 くの 類似点があ っ た．

　3）　 ； ワ ト コ で 得 た有 翅 胎 生 雌 虫 の 飼 育実験 （10 月 20 日飼 育 開 始 1

　 ニ ワ ト コ で 個体飼育．産子数は 39
， そ の うち成虫に な っ た 個体は 25．産子されたモ ル フ は 無翅胎

生雌虫 と中間型有翅虫で あ っ た 〔Table 　2）．こ の 中間型 は 産子 期間 （10 月 20 日〜11 月 9 日）の

前期 （10 月 23
，
28 日、11 月 2 日）に 産出され，体色が赤で ．腹部背面中央部 に は 通常 の 有翅胎

生 雌虫，産雌虫 よ り発達が悪い 着色 硬化板が見 らitte．偽感覚孔数 は 最高 22 偶 で ，後脚脛節部 の

肥 大 は 1 個 体 で 認 め られ た，

　4）　 ニ ワ F ＝ で 得 た有翅胎生雌虫 の 飼育実験 （10 月 20 目飼育開始）

　寄主を ヤ マ ノ イ モ に 換え，個体飼育．産子数 は 38，その うち成虫に な っ た個体は 14．産子 され た

モ ル フ は 無翅 胎 生 雌虫 と中間型 有翅虫で あ っ た （Table 　2｝．こ の 中間型は 産子期間 （10 月 20 日〜

11 月 4 日｝の 初期 （10 月 23 日｝ に 産出 され ， 腹部背面 の 着色硬化板 が まっ た く消失 した個体で

あ っ た ．偽感覚孔 数は 24，19 で ，後脚脛 節部 の 肥 大 は 認 め られ な か っ た ．

　5）　 ヤ マ ノ イ モ で 得た 無翅胎 生雌虫の 飼育実験 （10 月 5 日飼育開始）

　 ヤ マ ノ イ モ で 産子 日別の 集団飼育．産子 数は 89，その うち成虫に な っ た 個 体 は 49，産 子 され た モ

ル フ は ，無翅 胎 生 雌 虫，有翅胎 生 雌虫，中間型 無翅虫，中間型有翅虫で あ っ た （Table　2），こ の 中間

型無翅虫は ，産子期間 （10 月 19 日
〜11 月 20 日） の 3〜11 日 目 ま で に 産出 され，偽感覚孔 は 最

高 5 個 と少 な く，そ の 他 の 形態的特徴 も無翅胎生雌虫 と 同様 で あ っ た．また ，中 間 型 有翅虫は 10

月 19 日 に 産出 され ，偽感覚孔数は 3，0 で ，そ の 他 の 形態 も有翅胎生雌虫 とほ とん ど大差 が なか っ

た．

考 察

　今 回 の 野外調査 お よび 飼育実験結果 よ り，本種 の 無翅胎生雌虫，有翅 胎 生 雌虫，幹母 に ， 産卵雌

虫 との 中間型 モ ル フ が出現す る こ とが 明 らか に な っ t ．こ れ らの 中間型無翅虫 ， 有翅虫 の 飼育に よ

る 出現率 は ，3〜16％ と低 くは な か っ た ．一方，野外に お い て は ，； ワ ト コ ，ヤ マ ノ イ モ ，ガ マ ズ

ミ，ギ シ ギ シ ，ジ ャ ガ イモ な どの 寄主植物 よ り．調査総個体数 の 約 16％ に こ れ らの 中間型 が発見

された，こ の うちで ， 日光市で 4 月 に 得た 幹母 で は約 80％ が偽感覚孔 を もち ， 産卵雌虫との 中間

型 と考 え られ る個 体 で あ っ た ． また ， こ れ らの 中間型は 秋季〜春季 の 限 られ た時 期 に の み 出 現 し，

こ の期間中は高い 出現率で あっ た ．

　 こ れ らの 中間型無翅虫，有翅虫 は ，体内 に 越冬卵を もた ない 胎生雌虫で あっ た が，そ の 形態は真

の 産卵雌虫 に 共 通 点 が多 い 個 体 か ら，少な い もの ま で ，い ろ い ろ な 段 階 の も の が 連続的 に 見 られ た ，

こ の なか で ，ニ ワ ト コ で傳た体色赤色 の 中間型 は ，と くに産卵雌虫との 類似点が多 く，野外 か らは

発見 され な か っ た が，1983 年 の 北海道産の 飼育個体か ら，卵と胚 の 両 方を もっ て い る と考え られ る

個体 も出現 し，モ ル フ 間の 関連，と くに ，産卵雌虫か ら胎生雌虫へ の 分化 の 過程を解 く，有 力な中

間 型 と推察 され た ．ま た，こ れ らの 赤色中間型 の 後代 の モ ル フ を 調 べ るた め に ，野 外 の ニ ワ ト コ で

待 た 34 匹を ，ニ ワ ト コ の 冬芽で 簡単 な 室内飼育 （1984 年 11 月 16 日 開始｝ を行 っ た が，1 匹 が

2 匹 の 無翅胎生雌虫を産子 し た 以外，他の 33 匹は 約 1 ヵ 月の 生存期間中に 産卵，産子は 行わな か

っ た ．野外 で は ，こ れ らの 中間型 の 産卵．産子 の 有無 は 確認で きな か っ たが，飼育結果よ りJ こ の

中間型 の 多くは ，直接 に 子孫を残せ な い モ ル フ と判断した．こ の 中間型は ，高頻度 で 見 られ る 宇都

宮市 よ り低温 で あ る高標高 の 日光市 で は，ま っ た く自然状態で は 見 られない こ とか ら，発生要因 の

一
つ と して 温度 の 影 響 が 考 え られ る．ま tc，発生要 因 と して ，ア ブ ラ ム シ 類 で よ く知 られ て い る 地
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理的隔離 に よ る 遺伝形質の 相違 と も考 え られ る が，こ れ は 野 外 で は ま っ た く こ れ らの 中間型が発見

され な か っ た 日光市産 の 系統 か らも， 室内飼育で は 同様 の 中間型が出現 した （正982〜1983 年 の 累代

飼育 結 果 よ り） こ とか ら，一
応 否 定 で きた．以上 に よ り，ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ の こ れ らの

赤色中間型 は 高佩刺激な どの 温度の 影 響 に よ る ，内部 の ホ ル モ ソ な どの パ ラ ア ス の くずれ に よ り派

生 した 異常型 と考 k られ る．ま た ，中間型幹 母 と した もの は，産卵雌虫と体色，触角 の 第二 次感覚

孔数．尾片 の 刺毛数な ど で 共通点 が 多 く見 ら れ た が，高頻度で 出現す る こ とや産子 状態に ま っ た く

異常が な い こ とか ら，本種 に お い て 未記載だ っ た 幹母 の 特微と も考 え られ る．

　筆者 らが 産卵雌 虫 との 中間 型 と判定 した 形態的特徴 は ，後脚脛節 に 偽感覚孔 を もち，体内に 胚 を

もつ 点 で あ る が ，こ の 臨感覚孔 は ア ブ ラ ム シ 類 の 産卵雌虫が もち．性 フ ェ
・ モ ソ な どを 分 泌 して い

る 器官と考 えられ て い る ，しか し，本器官 は ，7 ブ ラ ム シ 亜科 （Aphidinae ）の Metanapkis 属，ヶ

ア プ ラ ム シ 亜 科 （Chaitophorinae）の Chaitophorus 属な どの い くつ か の 種 に お い て は，無 翅，有翅

胎 生雌虫 に も数 は少な い もの の ほ ぼ 一
定 し た 数が見 られ ，種 の 特徴 に もな っ て い る．本 種 の 中 間 型

無翅虫，有翅虫，幹母 に 見 られ た 偽感覚孔 が ，性的機能をも っ て い る か ど うか不 明 で あ る が．季節

的 で あ り，数の 変動 が 激 しい こ とな どか ら も，Metanaphis ，　CJtaitophorus属 の それ とは ，異質な も

の と考 え られ る，

　宇都宮市 で は ，主 寄主 の ニ ワ ト コ 上 で有性世 代と単性世代 が 同時 に 見られ 、そ の うえ，有性 世代

と単性世代 の 中間型 が 存在す る こ とは，本種 の モ ル フ が形態 お よび 生態的 に 完全 に 独立 は して お ら

ず，分化 が 不 明 瞭 で 連続 性 を も っ て い る もの と考 え られ る．こ れ らの こ とか ら，ESSIGと ABERNA・

THY （1952｝S：　Periphyll“s　californiensis で 記載 した よ うな，卵 と発達し た胚 を 同一
個体内 に もつ 中

間型 が ，本 種 に お い て も飼育で 出現 した こ とに よ り，野 外 で も発生 して い る 可 能性 の 大 きい こ とが

示唆 され た ．

　 ま た ，中間型 の デー
タ よ り，胎生雌虫 は 産卵雌 虫か ら分化 した と考 え られ ，秋季に 両 モ ル フ が 同

一
値体 に よっ て 産子 さ れ る可能性も充分に 考 え られ る ．こ の よ うな 個体 の 存在 は 飼 育実験 か らは 証

明で きな か っ た が ，野外 の コ ・ ニ ーで は 産卵雌虫 が 1〜2 匹 の み で．そ の 他 の 多数が 胎生雌虫で 占

め られ て い る もの が，宇都宮市 に お い て 多く発見 で きる年 もある こ と か ら，容易に 推察で きる．

　 次 に ， 本種 の モ ル フ 間 の 関連性 に つ い て ，翅 型 に 注 目 して み る と， ア ブ ラ ム シ 頬 の 多くの 種で ，

無翅 と有翅虫 の 中間型が出現す る こ とは よ く知 られ て い る　（森津，1949； ESSIG ＆ ABERN・　ATHY ，

1952 ；宗林，19S7 ；HILLE 　RIs　LAMBERs ，1966；稲泉，1968，1974
，
1980），こ の うち で 森津 （t949｝，

稲泉 （1968）らが 述べ て い る よ うに ，ア ブ ラ ム シ 類 が有翅型 か ら無翅 型 を もつ よ うに 分 化 して ぎた と

考え る な らぽ，ほ とん ど の ア ブ ラ ム シ 頬 の産卵雌虫 が 無翅型で あ る こ とな どか ら，一番最初 に 有翅

型 よ り進化 し ，有翅 の 形質を よ り多く消失 させ て きた典型的無翅 モ ル フ は ，産卵雌虫である と考 え

る こ と もで きる．

　 そ の ほ か ，有翅的特徴の
一つ と考え られ て い る 触角第 3 節 の 第二 次感覚孔数が．本種 の 産卵雌虫

は もっ と も少な く（Ta 』ie　3｝， ま た，他 の 無翅型 モ ル フ に は ときどき見 られ る 単眼の 痕跡 を も つ 個体

もな い の で ，典型的無翅虫と推定 しk ，また ，本種 の 幹母 は 触 角第 3 節 の 第二 次感覚孔数な どか ら

も，産卵雌虫 に 類似 した 無翅型 モ ル フ と考 え られ，そ の 他の 形態 に も共通点が 多 い こ とか ら，最初

に 産卵雌虫が 獲得 し た 無翅的形質が次 に 幹母 へ 伝え られ た もの と 思わ れ る．

　以 上 を ま とめ てみる と，本種 の 3 種 の モ ル フ ｛無翅胎生雌虫1 有翅胎生雌虫，幹母｝に ，出現率

は それ ほ ど高 くなは ない が，典型的無翅虫 と考えられ た 産卵雌虫との さ ま ざま な 段階 の 中間型が，

野外に お い て ほ とん；ど毎年見 られ る こ とか ら，こ れ ら の 3 種 の モ ル フ は産卵雌虫と強 く結 び つ い
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Fig．2，　 Life　cycle 　of ／lu〜α ω r’hum 　magno ’iae （EssIG　 et　KuwANA ｝．

て ，徐々 に 分化して きた と考えられ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　1． 野外調査 お よ び 室内飼育実験 に よ り，ニ ワ b コ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ の 産卵雌皐と 3 種 の モ ル

フ （無翅 胎 生雌虫，有翅胎生雌虫，幹母） との 中間型 の 存在 ecつ い て 述べ た ．

　2． 中間型無翅虫，有翅虫 は，10 月下旬
〜12 月上 旬 と 4 月 に 見 られ ，出現頻度は 3〜16％ で

低 くは な か っ た ．また ，4 月に 出現 し た幹母 の 多 くが ，中間型 で あ っ た ．

　3． 本種 の 3 種 の モ ル フ に は 産卵雌虫との さまざまな段階 の 中間型 が 見 られ る こ とか ら，飛躍的

で は な く，徐 々 に 分化 し て きた と推察 され た ．

　4． 本種 は ，移 住型 ア ブ ラ ム シ に 見られ る 完全生活環 と擬産性雌虫の 後代の 胎生雌虫 に よ る越冬

の 不完全生活環 を もち，確実な 二 次寄主が ヤ マ ノ イモ で あ る こ とが 判明 した ．
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